
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成長と飛躍の年に 
校長  中 田  敦 

 ２０２３年がスタートしました。昨年は北京冬季オリンピック・パラリンピックや FIFA

ワールドカップカタール大会といった世界規模の大会が開催され、日本のチーム・個人の

活躍に勇気と感動をもらいました。国内に目を向けてみると、全国高校野球甲子園大会で

は仙台育英高校が東北勢として初の優勝を成し遂げました。須江監督さんの「青春って密」

という言葉が記憶に新しいところです。他にも様々な競技で大会が開催され、国の内外を

問わず、選手のパフォーマンスに魅了され、いつの間にか皆が一つになって応援できるこ

とがスポーツの持つ力だと実感します。 

競技の結果と並行して指導者の存在が取り上げられます。経歴や指導方針、練習方法、

選手との関係づくり、家族など、その人となりに触れる機会があり、たくさんの刺激を受

けています。近年、指導者の世代交代が進み、指導の仕方にも変化が起こってきていると

感じます。特に、選手の自主性を重視する指導者が増えてきたと感じるのです。指導者が

考えたメニューに黙々と取り組む以前の練習風景から、選手たちが自分の課題を見つけ、

その解決のために自分たちで練習内容や方法を工夫している風景に変化してきている傾

向があるように思います。結果もそうですが、何よりやっている選手自身が楽しそうで、

やりがいを感じているという声を聞く機会も増えたように受け止めています。 

 来年度から、国の方針により学校で行ってきた休日の部活動が段階的に地域のクラブ活

動に移行していくようになります。中山町でも、地域の各種団体や関係機関の代表者が集

まり検討が始まっています。運動部に限らず文化部もその対象で、子どもたちのスポーツ

活動や文化芸術活動が学校外でも幅広く行える環境が整備されていくことになります。学

校部活動との連携や指導者の確保、活動種目・内容など課題はたくさんありますが、関係

者が知恵を出し合い、中山町の子どもたちが多様なスポーツ・文化的体験を通して、豊か

な人生を送れることを願って取り組んでいきます。学校、家庭、地域それぞれにできるこ

とを考えながら、子どもたちの成長を応援していければと思います。 

 今年の干支は「癸卯（みずのとう）」です。「これまでの努力が実を結び、勢いよく成長

し飛躍する」という縁起のよい年であると言われるそうです。３年生の進路実現と１・２

年生の進級、そしてさらなる飛躍を期待しています。今後も地域とともに、子どもたちを

取り巻く教育環境がよりいっそう充実したものとなるよう努力してまいる所存です。本年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２月の予定＞ 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

１ 水 ゆとりデー 職員会議 長谷川 SC 13 月 学習日（～15 日） 

  1･2 年未来塾 15 水 ゆとりデー 給食講話 長谷川 SC 

２ 木 公立高校推薦入試 志水 SC 16 木 期末テスト 

６ 月 ゆとりデー 新入生オリエンテーション 17 金 専門委員会 PTA 評議委員会 

７ 火 支援学級合同学習会   村山特別支援学校入試 

８ 水 ゆとりデー 避難訓練 小林 SC 18 土 3 年未来塾 

  1･2 年未来塾 20 月 学校運営協議会 

９ 木 全校朝会 2 年立志式・進路研修会 21 火 中山･山辺支援学級担任者会 

  公立高校推薦内定通知  柴崎 SC  22 水 ゆとりデー 小林 SC 

10 金 町教委学校訪問 23 木 天皇誕生日 

11 土 建国記念の日 24 金 小中連絡会   志水 SC 

 新生徒会役員と１・２年学級委員の生徒を対象に生徒会リーダー研修会を行いました。参加者

は、リーダーとしての心構え、学校や各学年の現状分析、課題解決のための活動、委員会活動の

計画などについて研修を行いました。令和５年度に向けて新しい生徒会が動き出しました。 

12/26 生徒会リーダー研修会 ～新しい生徒会活動を考える～ 

   

駅伝チーム 頑張ってます！ 

   

   



 


